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(54)【発明の名称】 超音波内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】可撓性挿入部より先側の硬質部長を短くするこ
とができて、超音波内視鏡検査を受ける患者の苦痛を小
さくすることができる超音波内視鏡の先端部を提供する
こと。
【解決手段】観察窓４が配置された先端部本体２の斜面
２１を、後端部分が先端部本体２の外縁に達しない範囲
に形成し、斜面２１の後端から先端部本体２の外縁に達
する部分を、斜面２１の延長面より前方に突出した形状
２２に形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可撓性挿入部の先端に連結された先端部本
体の先寄りの部分に超音波プローブが配置されると共
に、上記超音波プローブの後側に隣接して上記先端部本
体に形成された斜面に、光学観察を行うための観察窓が
配置された超音波内視鏡の先端部において、
上記斜面を、後端部分が上記先端部本体の外縁に達しな
い範囲に形成し、上記斜面の後端から上記先端部本体の
外縁に達する部分を、上記斜面の延長面より前方に突出
した形状に形成したことを特徴とする超音波内視鏡の先
端部。
【請求項２】上記可撓性挿入部の最先端に位置する部材
が、上記先端部本体の突出部の後側に隣接して位置して
いる請求項１記載の超音波内視鏡の先端部。
【請求項３】上記可撓性挿入部の最先端に位置する部材
が、遠隔操作によって屈曲する湾曲部を外装する弾力性
外皮部材である請求項２記載の超音波内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、光学観察をしな
がら気管支等に挿入されて体内の超音波断層像を得るた
めに用いられる超音波内視鏡の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】図６は、従来の超音波内視鏡の先端部を
示しており、可撓性挿入部１の先端に連結された先端部
本体２の先寄りの部分に超音波プローブ３が配置され、
超音波プローブ３の後側に隣接して先端部本体２に形成
された斜面２１に、光学観察を行うための観察窓４が配
置されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】一般に可撓性挿入部１
の先端から５～１０ｃｍの範囲は、遠隔操作によって屈
曲する湾曲部になっている。そして、可撓性挿入部１の
最先端に位置する部材は湾曲部を外装する弾力性外皮部
材１１であり、その先端部分が先端部本体２の外周面に
水密に固着されている。
【０００４】したがって、弾力性外皮部材１１の先端部
分は、どのように前へ位置させようとしても、先端部本
体２の外縁に位置する斜面２１の後端部２１ａより後側
になるので、可撓性挿入部１より先側の硬質部の長さが
長くなって、挿入される患者の苦痛が大きくなる原因に
なっていた。
【０００５】そこで本発明は、可撓性挿入部より先側の
硬質部長を短くすることができて、超音波内視鏡検査を
受ける患者の苦痛を小さくすることができる超音波内視
鏡の先端部を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の超音波内視鏡の先端部は、可撓性挿入部の
先端に連結された先端部本体の先寄りの部分に超音波プ
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ローブが配置されると共に、超音波プローブの後側に隣
接して先端部本体に形成された斜面に、光学観察を行う
ための観察窓が配置された超音波内視鏡の先端部におい
て、斜面を、後端部分が先端部本体の外縁に達しない範
囲に形成し、斜面の後端から先端部本体の外縁に達する
部分を、斜面の延長面より前方に突出した形状に形成し
たものである。
【０００７】なお、可撓性挿入部の最先端に位置する部
材が、先端部本体の突出部の後側に隣接して位置してい
てもよく、その場合、可撓性挿入部の最先端に位置する
部材が、遠隔操作によって屈曲する湾曲部を外装する弾
力性外皮部材であってもよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施の形
態を説明する。図２は、超音波内視鏡の先端部を示して
おり、遠隔操作によって屈曲する湾曲部１０が、可撓管
状の挿入部１の先端から５～１０ｃｍ程度の範囲に設け
られている。
【０００９】湾曲部１０は、複数（例えば５～１５個程
度）の節輪１２を順にリベット１３で傾動自在に連結
し、上下一対の操作ワイヤ１４を、可撓性挿入部１の基
端に連結された操作部（図示せず）から選択的に牽引操
作することによって、任意の角度だけ屈曲させることが
できる。
【００１０】操作ワイヤ１４の先端が固着された金属製
リング１５は、先端部本体２の外周面に被嵌固定され、
湾曲部１０全体が、例えばゴムチューブ等からなる弾力
性外皮部材１１によって被覆されている。
【００１１】湾曲部１０の先端に連結された先端部本体
２の先側半部には、いわゆるコンベックスタイプの超音
波プローブ３が配置されており、その部分の先端部本体
２は、側方から見て凸の、例えば半径１０ｍｍ程度の円
弧状に低く切除された形状に形成され、その円弧状部分
に多数の超音波発受信素子が並んで配置されている。
【００１２】超音波プローブ３においてはセクタスキャ
ン（扇形走査）が行われ、例えば、先端部本体２の側方
を中心とする６０°の扇状の範囲に超音波信号が発受信
される（Ｕ＝６０°）。
【００１３】超音波プローブ３に入出力される信号を伝
送するために超音波プローブ３から後方に延出している
多数の信号線は、湾曲部１０を含む可撓性挿入部１内に
おいては一本に束ねられて信号ケーブル３０として挿通
配置されており、図示されていないモニタに超音波断層
像が表示される。
【００１４】超音波プローブ３の後側に隣接して先端部
本体２に形成された斜面２１には、処置具突出口６が、
超音波プローブ３の走査面上に処置具１００を突出させ
る向きに開口配置されている。処置具突出口６には、可
撓性挿入部１内に全長にわたって挿通配置された処置具
挿通チャンネル６１が接続管６２を介して連通接続され
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ている。
【００１５】先端部本体２の外径寸法が大きくならない
ように、処置具突出口６部分には、処置具１００の突出
方向を遠隔操作によって制御するための起上台の類は配
置されていない。
【００１６】図３は、先端部本体２の斜面２１を正面か
ら見た状態を示しており、処置具突出口６が、斜面２１
の中央に開口形成され、その左右の一方の側には、斜め
前方を光学観察するための観察窓４が配置され、他方の
側には、光学観察領域を照明する照明光を射出するため
の照明窓５が配置されている。
【００１７】図１は、観察窓４の中心を通る断面におけ
る側面断面図（図３におけるＩ－Ｉ断面図）である。た
だし湾曲部１０部分は、その管軸を通る側面断面が示さ
れている。
【００１８】観察窓４の内側には対物光学系４０が配置
されていて、対物光学系４０による被写体の結像位置に
は、可撓性挿入部１内に全長にわたって挿通配置された
イメージガイドファイババンドル４１の入射端面が配置
されている。
【００１９】対物光学系４０の観察光軸は先端部本体２
の前方より例えば４５°～６０°程度斜め上方に向けて
傾いて配置されており、超音波走査範囲を画面内に含む
斜め前方が、図示されていない接眼部において光学的に
観察される。
【００２０】図４は、照明窓５の中心を通る断面におけ
る側面断面図（図３におけるIV－IV断面図）である。た
だし湾曲部１０部分は、図１と同様にその管軸を通る側
面断面が示されている。
【００２１】照明窓５の内側には、照明用のライトガイ
ドファイババンドル５０の射出端面５０ａが配置されて
いる。照明窓５から射出される照明光の光軸も観察光軸
と同程度に斜め前方に傾いており、そこから射出される
光束によって観察窓４からの観察範囲が照明される。
【００２２】ライトガイドファイババンドル５０は、湾
曲部１０内においては湾曲部１０の軸線と平行に挿通配
置されており、先端部本体２に固着される部分では結束
管５１に通されて前方に向かって斜め下向きに配置さ
れ、そこから射出端面５０ａに至る部分は射出端面５０
ａに向かって円弧状に上方にカーブして配置されてい
る。
【００２３】図５は、先端部本体２と湾曲部１０との連
結部付近の正面断面図（図２におけるＶ－Ｖ断面図）で
あり、中央に位置する接続管６２の周囲に、イメージガ
イドファイババンドル４１、ライトガイドファイババン
ドル５０、信号ケーブル３０等が配置されて、外面が弾
力性外皮部材１１により被覆されている。
【００２４】このように構成された超音波内視鏡の先端*
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*部において、図１～図４に示されるように、斜面２１は
後端部分が先端部本体２の外縁に達しない範囲に形成さ
れていて、その斜面２１の後端から先端部本体２の外縁
に達する部分は、斜面２１の延長面より前方に突出した
形状に形成されている。２２がその突出部である。
【００２５】そして、湾曲部１０を構成する部材で最も
先端寄りに位置する弾力性外皮部材１１の先端部分が突
出部２２の後側に隣接して位置しており、その位置は、
斜面２１が先端部本体２の外縁まで真っ直ぐに形成され
ている場合に比べて大幅に前方に寄っている。
【００２６】そして、弾力性外皮部材１１の先端部分が
前方に寄っている分だけ湾曲部１０全体の部材が前方に
寄って配置され、その分だけ可撓性挿入部１より先側の
硬質部長が短くなっている。
【００２７】
【発明の効果】本発明によれば、観察窓が配置された先
端部本体の斜面を、後端部分が先端部本体の外縁に達し
ない範囲に形成し、斜面の後端から先端部本体の外縁に
達する部分を、斜面の延長面より前方に突出した形状に
形成したことにより、先端部本体の後端に連結されてい
る可撓性挿入部の先端部分を前方に寄せて、可撓性挿入
部より先側の硬質部長を短くすることができ、その結
果、超音波内視鏡検査を受ける患者の苦痛を小さくする
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の超音波内視鏡の先端部の
図３におけるＩ－Ｉ断面図である。
【図２】本発明の実施の形態の超音波内視鏡の先端部の
側面断面図である。
【図３】本発明の実施の形態の先端部本体の斜面の正面
図である。
【図４】本発明の実施の形態の超音波内視鏡の先端部の
図３におけるIV－IV断面図である。
【図５】本発明の実施の形態の超音波内視鏡の先端部の
図２におけるＶ－Ｖ断面図である。
【図６】従来の超音波内視鏡の先端部の側面断面図であ
る。
【符号の説明】
１  可撓性挿入部
２  先端部本体
３  超音波プローブ
４  観察窓
５  照明窓
６  処置具突出口
１０  湾曲部
１１  弾力性外皮部材
２１  斜面
２２  突出部
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